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事例編
ものづくり中小企業・小規模事業者
試作開発等支援事業（フォローアップ事業）

事例編
令和元年度補正ものづくり・商業・サービス
生産性向上促進補助金

宮崎県中小企業団体中央会
令和2年12月

ものづくり補助金成果事例集（宮崎県）

「令和元年度補正ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金」は以下の補助
事業者に対する支援事業名です。
● 平成27年度補正ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金
● 平成28年度補正革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金
● 平成29年度補正ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助金
● 平成30年度補正ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金

「ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援事業（フォローアップ事業）」は
以下の補助事業者に対する支援事業名です。
● 平成25年度補正中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業
● 平成26年度補正ものづくり・商業・サービス革新補助金

宮崎焼酎もろみ漬け商品のコストダウンのための
設備改良事業

門川町

食料品製造業

株式会社 水永水産01
case

日配品における煮物系、レトルト系商品開発による
売上げ強化事業　

国富町

食料品製造業

有限会社 平和食品工業02
case

バルブ部品の自動加工化による生産性向上・競争力
強化・事業計画

延岡市

プラスチック製品製造業

株式会社 TANI03
case

社会ニーズに対処した大型コンクリート工場製品の
製造プロセスの強化

日向市

窯業・土石製品製造業

和光コンクリート工業 株式会社04
case

摩擦面処理及び錆落とし作業の効率化・高品質化宮崎市

鋼構造物工事・建築工事業

株式会社 冨永鋼建05
case

宮崎県南部エリアの畳マーケットに対する製造工場
の増設と24時間サービス、畳販売エリアの拡大

三股町

畳・ふすま等製造業

有限会社 やすかた畳ふすま店06
case

多軸制御技術による難削素材への高能率切削加工
システムの確立

都城市

金属製品製造業

株式会社 金城精機07
case

日向特産「へべす」の皮を活用した香り高い焼き菓子
の開発と販路拡大事業

日向市

食料品製造業

和菓子処 桃乃屋08
case

新社屋における商品物流の効率化と商品開発販売
の実現事業

宮崎市

飲食料品小売業

株式会社 一平ホールディングス09
case

仕上げロボットの導入による養豚用コンクリート
スノコ製造の効率化並びに労働環境の改善

高原町

窯業・土石製品製造業

有限会社 瀬戸山ブロック工業所10
case

高精度切断機導入による飼育ケージ用柵製品の
生産性向上及び高品質化の実現

小林市

金属製品製造業

有限会社 木佐貫鉄工所11
case



大手メーカーがさまざまな商品を展開

する中、いかにその隙間を突いていくか

が私たちの鍵です。だからいつもどんな

商品をつくれるのか考えているのです

が、その時間が楽しくてたまりません。

ものづくりへの想い

Pa�ion

ン
リ
ー
ワ
ン
の
商
品
づ
く

り
」
を
目
指
す
同
社
が
開
発

し
た
『
し
い
ら
の
焼
酎
も
ろ
み
漬
け
』

は
、
宮
崎
の
特
産
品
で
あ
る
焼
酎
の

副
産
物
〝
焼
酎
粕
〞
に
麹
を
加
え
て
熟

成
さ
せ
た
漬
け
床
に
シ
イ
ラ
を
漬
け

込
ん
だ
全
国
初
の
商
品
で
す
。
焼
酎

粕
な
ら
で
は
の
風
味
と
レ
ン
ジ
や
湯

煎
で
温
め
る
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
利

便
性
が
う
け
て
受
注
を
増
や
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
製
造
工
程
で
課
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。

　「
切
り
身
加
工
、
軽
量
、
包
装
な
ど

す
べ
て
が
手
作
業
だ
っ
た
の
で
、
切

り
身
の
大
き
さ
に
も
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
生
産

量
に
限
界
が
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら

販
売
先
と
の
取
引
に
お
い
て
、
競
争

力
の
あ
る
卸
販
売
価
格
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ん
で
す
」（
黒

木
社
長
）っ

か
く
の
自
慢
の
商
品
を

も
っ
と
多
く
の
人
に
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
生

産
力
強
化
が
不
可
欠
と
判
断
し
た
黒

木
社
長
は
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
を

活
用
し
、
ス
ラ
イ
サ
ー
、
自
動
計
量
器
、

自
動
真
空
包
装
機
を
導
入
し
、
も
ろ

み
漬
け
製
造
ラ
イ
ン
を
自
動
化
さ
せ

ま
し
た
。

　「
そ
れ
ま
で
1
時
間
あ
た
り
5
0
0

枚
だ
っ
た
切
り
身
加
工
が
倍
の

1
0
0
0
枚
に
、
同
じ
く
1
8
0
袋

だ
っ
た
計
量
が
4
2
0
袋
に
、

5
4
0
袋
だ
っ
た
包
装
作
業
が

1
0
8
0
袋
に
と
、
大
幅
に
生
産
効

率
が
上
が
っ
た
ん
で
す
。
お
か
げ
で

生
産
コ
ス
ト
が
半
分
に
な
り
、
課
題

と
し
て
い
た
販
売
価
格
の
引
き
下
げ

に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
て
販
路
拡
大
へ
の
体
制
が

整
い
売
上
を
伸
ば
し
始
め
ま
し
た
。

　「
宮
崎
に
は
多
く
の
水
産
資
源
が
あ

る
の
で
、
今
後
、
自
社
の
技
術
を
伸

ば
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

「
オせ

食料品製造業

株式会社 水永水産

〒889-0611　宮崎県東臼杵郡
門川町大字尾末9083-1
TEL.0982-63-1032
FAX.0982-63-5775

http://www.maruboshi.jp/

設立：1949年
代表取締役：黒木 隆一
資本金：4,000万円　　　従業員：66名
事業内容：水産物の各種干物や
　　　　  水産加工品の製造・販売

導入した機器のうちでも

一番インパクトが大き

かったのが自動真空包装

機。会社全体の生産力が

アップしました。

宮
崎
県
の
地
域
資
源
で
あ
る
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
、
サ
バ
類
を

使
っ
た
水
産
加
工
品
の
製
造
・
卸
・
小
売
販
売
を
行
う
同
社
。

新
開
発
し
た
『
し
い
ら
の
焼
酎
も
ろ
み
漬
け
』
の
販
路
拡
大
に

向
け
て
自
動
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。

株
式
会
社 

水
永
水
産

自
慢
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
商
品
を
、

よ
り
多
く
の
食
卓
へ

自
動
化
で
生
産
力
も

競
争
力
も
強
化
。

手作業では時間が

かかる上にどうして

もバラツキがあった

という選別工程が

カスタムレーダーで

すべて解決。

スライサー・自動計量器・自動

真空包装機により1時間あたり

の製造量が倍に。大幅に製造

コストが下がり大手企業との競

争力が高まりました。

競争力強化で販路拡大へ

黒木  隆一
  くろぎ  りゅういち

代表取締役

01
case

25 
平 成

年
度

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ 生産量が

2倍に！

今後は更に機械設備を導入し製品のコストダウンと

ニーズにあった商品づくりを実施することで、国内外

への販路拡大を行っていきたいと思います。

今後の展望

Fut u re



崎
を
代
表
す
る
ご
当
地
グ
ル
メ

鶏
炭
火
焼
。
県
内
各
地
に
専
門

店
が
あ
り
、
み
や
げ
品
の
定
番
と

し
て
も
人
気
で
す
。

　
同
社
も
レ
ト
ル
ト
の
鶏
炭
火
焼

を
加
工
販
売
し
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
こ
だ
わ
り
と
自
信
は
か
な
り

の
も
の
で
す
。

　「
〝
ど
う
せ
レ
ト
ル
ト
だ
か
ら
　〞
と

言
わ
れ
る
の
が
一
番
嫌
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
専
門
店
と
同
じ
よ
う
に
七

輪
を
使
っ
て
手
焼
き
を
し
て
い
ま
す

し
、
レ
ト
ル
ト
に
か
け
る
時
間
と

温
度
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
焼
き
加
減

な
ど
、
最
高
の
炭
火
焼
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
た
め
の
努
力
は
惜
し
み
ま

せ
ん
」（
花
堂
社
長
）

　
そ
ん
な
同
社
の
炭
火
焼
で
す
が
、

以
前
は
あ
る
課
題
を
抱
え
て
い
た

の
で
す
。

前
は
冷
蔵
・
冷
凍
の
炭
火

焼
が
主
で
、
そ
れ
で
は
お

み
や
げ
品
に
は
不
向
き
だ
っ
た
。

レ
ト
ル
ト
商
品
も
展
開
し
て
は
い

た
の
で
す
が
、
レ
ト
ル
ト
殺
菌
を

外
注
し
て
い
た
の
で
経
費
が
か
さ

む
し
工
程
も
思
い
通
り
に
な
ら
な

い
。
自
慢
の
炭
火
焼
を
多
く
の
人

に
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

レ
ト
ル
ト
殺
菌
を
内
製
化
す
る
し
か

な
い
と
決
断
し
ま
し
た
」

　
そ
う
し
て
導
入
し
た
レ
ト
ル
ト
殺

菌
装
置
に
よ
っ
て
、
工
程
・
納
期
の

短
期
化
と
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
実

現
し
競
争
力
を
得
た
同
社
の
炭
火
焼

は
、
全
国
展
開
す
る
ま
で
の
ヒ
ッ
ト

商
品
と
な
っ
た
の
で
す
。

　「
自
社
で
レ
ト
ル
ト
殺
菌
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
製
造
で
き
る
商

品
の
幅
が
グ
ン
と
広
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
ア
イ
デ
ィ
ア

を
出
し
合
っ
て
、
新
た
な
ヒ
ッ
ト

商
品
を
生
み
出
し
た
い
で
す
ね
」

宮
「
以

食料品製造業

有限会社 平和食品工業

〒880-1107
宮崎県東諸県郡国富町大字竹田962-1
TEL.0985-75-6744
FAX.0985-75-5098

設立：1986年
代表取締役：花堂 伸樹
資本金：1,000万円　　従業員：30名
事業内容：鶏炭火焼、チキン南蛮、
からあげなど鶏肉加工品の製造・販売。

新社屋の1階に設けられた直営店

『宮崎かしわや』。お客さんから

の直の声が新商品開発のヒントに

なることもあるそうです。

専門店同様、豪快な炎で

焼き上げられる鶏炭火

焼。徹底した本物志向だ

からこその味わいです。

自
慢
の
炭
火
焼
を

多
く
の
人
に

味
わ
っ
て
ほ
し
い
。

真空包装した鶏炭火焼を

レトルト殺菌装置にセッ

ト。レトルト処理のみの

外注も受けています。

レトルト殺菌装置を導入したことで

他社のレトルト殺菌工程を受託した

り、県内外のメーカーから商品開発

や製造を依頼されたりするように

なりました。

新規事業の立ち上げにも貢献02
case

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ

https://heiwask.co.jp/

直営店舗（宮崎かしわや）を設けた

ことでお客様から生の声を直接聞け

るようになりました。それが何よりも

うれしいですね。

ものづくりへの想い

Pa�ion

導入したレトルト殺菌装置の原理は

圧力釜と同様。その特性を生かして同社初と

なる焼き物以外の加工品「鶏めしの素」の

商品化に成功しました。

商品開発

PB・
OEM

有
限
会
社 

平
和
食
品
工
業

25
平 成

年
度

同
社
の
定
番
商
品
で
あ
る
鶏
炭
火
焼
。

レ
ト
ル
ト
装
置
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

工
程
短
縮
と
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
実
現
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
焼
き
物
、
揚
げ
物

に
加
え
、
煮
物
と
い
う
新
ジ
ャ
ン
ル
の

商
品
も
誕
生
し
ま
し
た
。

外
注
し
て
い
た

レ
ト
ル
ト
殺
菌
を
内
製
化
し

定
番
商
品
を
安
定
供
給
。

新
商
品
も
誕
生
！

花堂  伸樹
はなどう のぶき

代表取締役

最近では、全国各地の畜肉や地域資源を活用した調味料で

宮崎ならではの炭火焼きを製造して欲しいという問い合わ

せを多くいただき、実際に商品化したものもあります。

今後もさらにお手伝いをしていきたいと考えています。

今後の展望

Fut u re



バルブの部品は手のひらサイズの小さ

なものですが、これが無ければバルブ

はできない。ここ延岡でつくった部品

が世界中で活躍している。そこに寄与

できていることが誇りです。

ものづくりへの想い

Pa�ion

脂
製
バ
ル
ブ
は
、
薬
品
や

海
水
な
ど
金
属
バ
ル
ブ
だ

と
錆
び
て
し
ま
う
よ
う
な
箇
所
に
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
旭
有
機
材
（
株
）

の
製
品
は
世
界
各
国
で
使
わ
れ
て
い

る
の
で
、
当
社
と
し
て
も
J
I
S
（
日

本
産
業
規
格
）
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ

リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
業
規
格
を

満
た
す
部
品
を
加
工
し
て
い
ま
す
」

（
野
中
社
長
）

　
そ
ん
な
同
社
は
月
間
15
〜
20
万
点

の
部
品
を
加
工
し
て
お
り
、
生
産
依

頼
は
さ
ら
に
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
好
況
の
中
、
現
状
の
作
業
員

数
と
設
備
で
は
増
加
分
の
生
産
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
み
す
み
す

仕
事
を
逃
す
機
会
も
あ
っ
た
の
だ
そ

う
で
す
。手

を
増
や
す
こ
と
な
く
生
産

性
を
上
げ
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
を
検
討
し
た
同
社
は
、

大
量
生
産
に
打
っ
て
付
け
の
N
C
旋

盤
を
導
入
し
ま
し
た
。

　「
こ
の
機
械
は
未
加
工
品
を
多
数
ス

ト
ッ
ク
で
き
る
上
、
こ
れ
ま
で
人
手

で
行
っ
て
い
た
旋
盤
機
へ
の
脱
着
か

ら
排
出
ま
で
の
す
べ
て
を
自
動
で
で

き
る
ん
で
す
。
し
た
が
っ
て
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
付
き
っ
き
り
に
な
ら
な
く
て

済
み
、
並
行
し
て
他
の
機
械
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
で
す
」

　
導
入
前
は
一
人
の
作
業
員
が
3
台

の
機
械
を
同
時
に
見
て
い
た
の
で
す

が
、
ロ
ー
ダ
ー
付
き
の
N
C
旋
盤
に
は

ほ
と
ん
ど
人
手
が
い
ら
な
い
た
め
、

合
わ
せ
て
4
台
の
機
械
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
分
一
人

当
た
り
の
加
工
数
は
増
え
、
会
社
の

売
上
も
導
入
前
の
2
倍
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　「
労
働
人
口
が
減
少
す
る
中
、
生
産

量
と
品
質
を
維
持
し
て
い
く
に
は
機
械

の
力
が
必
要
で
す
。
今
後
は
多
関
節
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
も
導
入
し
て
無
人
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」

「
樹人

プラスチック製品製造業

株式会社 TANI

〒882-0032
宮崎県延岡市中の瀬町2丁目5895
TEL.0982-23-7150
FAX.0982-23-7157

設　立：1959年
代表取締役：野中 直樹
資本金：1,000万円
従業員：28名
事業内容：塩化ビニル製バルブ部品の製造

4台の機械を担当するオペレーター。NC旋盤

導入後、年間で108,000個もの増産が可能

になりました。

ワークストッカーから自

動で未加工品を脱着する

機械バンド。以前は人手

で行っていたためオペ

レーターが付きっきりで

した。

人
手
を
増
や
す
こ
と
な
く

加
工
数
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
。

これから加工する材

料を多数ストックでき

るワークストッカーを

内蔵しています。

NC旋盤自体の生産能力に加

え、一人で同時に4台の機械を見

ることができるようになったこ

とで、一人が1カ月に加工できる

数が5,400個から7,200個へ。

生産性が大幅に向上03
case

25 
平 成

年
度

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ プ

ラ
ス

1人当たりの
1カ月加工数

1,800

樹
脂
製
バ
ル
ブ
の
世
界
的
メ
ー
カ
ー
旭
有
機
材（
株
）の
下
請
け

企
業
と
し
て
樹
脂
製
バ
ル
ブ
部
品
の
加
工
を
行
う
同
社
。
増
え

続
け
る
生
産
依
頼
に
対
応
す
る
た
め
に
、
数
値
制
御
で
自
動
加

工
で
き
る
N
C
旋
盤
を
導
入
し
ま
し
た
。

株
式
会
社 T

A
N
I

世
界
で
活
躍
す
る

樹
脂
製
バ
ル
ブ
の
生
産
体
制
を
確
立

野中  直樹
のなか 　 なおき

代表取締役

一昨年に第二工場を構えることができたので取引先を増

やしていくことと、樹脂だけでなく金属の加工にも取り組

みたい。いずれは自社製品にもチャレンジしたいです。

今後の展望

Fut u re

個

BEFORE
AFTER



日本はものをつくる産業が元気じゃ

ないとだめだと思うんです。地方の

一企業ではありますが、日本の製造

業はまだまだ元気だぞということを

示していきたいですね。

ものづくりへの想い

Pa�ion

レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
。
そ
れ
は

工
場
で
製
造
さ
れ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
を
建
設
現
場
で
組
み
立

て
て
い
く
工
法
で
、
今
後
需
要
が
増

え
る
方
向
で
す
。

　「
か
つ
て
は
現
場
で
型
枠
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん
で
固
め
る

〝
場
所
打
ち
〞
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の

で
す
が
、
建
設
作
業
者
が
減
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
現
場
で
手
間
の
か
か
ら

な
い
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
が
増
え
て
い

ま
す
」（
金
丸
社
長
）

　
平
成
26
年
に
国
交
省
が
、
建
設
現
場

の
省
力
化
及
び
効
率
化
を
図
る
手
段
と

し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
製
品
の

利
用
を
拡
大
す
る
方
針
を
公
表
し
た
こ

と
か
ら
、
同
社
は
今
後
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
の
長
尺
化
、
大
型
化
が
進
ん
で
い

く
と
予
想
。
そ
の
需
要
を
取
り
込
む
た

め
に
『
橋
型
ク
レ
ー
ン
』
を
導
入
し
ま

し
た
。

時
は
宮
崎
県
内
で
津
波
避

難
タ
ワ
ー
が
建
て
ら
れ
始

め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
当
社
は
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
工
法
に
よ
る
建
築
を
提
案

す
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
も
う
1
基
橋
型
ク
レ
ー
ン
が

必
要
で
し
た
」

　
既
設
の
橋
型
ク
レ
ー
ン
と
合
わ
せ

て
2
基
に
な
っ
た
こ
と
で
、
大
型
・

長
尺
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
生
産

体
制
を
整
え
た
同
社
。
当
初
の
目
的

で
あ
っ
た
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
受
注

に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
れ

ま
で
受
注
を
辞
退
し
て
き
た
大
型
製

品
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
木
製
杭
と
い
う

新
製
品
を
開
発
し
た
り
と
、
ク
レ
ー
ン

導
入
の
効
果
は
波
及
的
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　「
今
後
、
も
っ
と
大
き
い
も
の
、
長

い
も
の
を
工
場
で
つ
く
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
間
違
い
な
く
出
て
く

る
は
ず
で
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
技
術
と
橋
型
ク
レ
ー
ン
を
2
基

持
っ
て
い
る
強
み
を
生
か
し
て
、
受

注
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

プ「
当

窯業・土石製品製造業

和光コンクリート工業 株式会社

〒883-0102
宮崎県日向市東郷町山陰丙1537-1
TEL.0982-69-2216
FAX.0982-69-2554

設立：1963年
代表取締役：金丸 和生
資本金：1,000万円　従業員：45名
事業内容：プレキャストコンクリート製品の設計
製造販売に関する事業およびその付帯工事等

ガードレールの基礎が一体化した『L型擁壁』の

製造にも2基のクレーンが活躍。反転作業の工数

や時間が1/3程度に短縮されました。

クレーンが2基になったことで製品化できた

『ハイブリッド木製杭』。地震による液状化

対策や護岸などの地盤補強に利用されます。

河
川
護
岸
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
擁
壁
、

側
溝
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
を
製
造
す
る
同
社
。
大
型
・
長
尺
の
製
品
を

製
造
で
き
る
体
制
を
整
え
、
作
業
員
が
減
少
す
る

建
設
現
場
か
ら
の
省
力
化
・
効
率
化
の
要
望
に
応
え

ま
す
。

和
光
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社

大
型
・
長
尺
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
で

作
業
現
場
の
省
力
化

効
率
化
に
貢
献

ま
す
ま
す
増
え
て
い
く

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
を

見
据
え
て
。

大型化、特殊化が進む

コンクリート製品を製

造するのにクレーンは

欠かせない存在です。

新たなクレーンにはインバータ制御など作

業員の安全を考慮した機能が充実。さらに

クレーンが2基になり作業効率が高まった

ことで、工程遅延による残業がなくなるな

ど、作業環境の改善にもつながりました。

安全で効率の良い作業環境を実現

金丸  和生
かねまる かずお

代表取締役

04
case

26 
平 成

年
度

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ

https://www.wakocon.co.jp/

「人と自然にやさしい製品づくり」を念頭に、環境面に

も配慮しながら、プレキャストコンクリート製品による

現場の省力化に貢献していきます。

今後の展望

Fut u re

残業時間が

0時間に！



自分たちがつくった建物が残ることが

この仕事の醍醐味です。鹿児島のいづ

ろ通りのアーケードの一部は私たちが

つくったのですが、子どもにも現地で

しっかり自慢しました（笑）

ものづくりへの想い

Pa�ion

社
が
も
の
づ
く
り
補
助
金
を

活
用
し
て
『
H
型
鋼
用
シ
ョ
ッ

ト
ブ
ラ
ス
ト
』
を
導
入
し
た
平
成
26

年
当
時
、
日
本
の
景
気
は
い
わ
ゆ
る

〝
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
〞
に
よ
っ
て
回
復

基
調
に
あ
り
、
鉄
骨
加
工
業
界
は
非

常
に
忙
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
震
災
復
興
の
設
備
投

資
や
来
た
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

よ
り
関
東
方
面
か
ら
の
需
要
増
加
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
事
業
拡

大
の
好
機
と
捉
え
た
同
社
は
積
極
的

に
営
業
展
開
す
る
こ
と
を
も
く
ろ
ん

だ
の
で
す
。

　
た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
ク
リ
ア
し

な
く
て
は
い
け
な
い
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。

型
案
件
の
場
合
、
H
鋼
（
骨

組
み
の
材
料
）
が
港
で
陸

揚
げ
さ
れ
て
、
そ
こ
か
ら
工
場
ま
で

運
ん
で
く
る
の
で
す
が
、
工
期
の
関

係
で
し
ば
ら
く
港
に
保
管
し
て
お
く

と
そ
の
間
に
錆
び
て
し
ま
う
ん
で
す
。

そ
の
錆
落
と
し
を
人
手
で
行
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
8
メ
ー
ト
ル
の
H
鋼

1
本
を
処
理
す
る
の
に
2
人
が
か
り

で
50
分
か
か
っ
て
い
て
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
と
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
大
型
案

件
を
受
注
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は

な
ん
と
し
て
も
こ
こ
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
」（
冨
永
社
長
）

　
そ
こ
で
同
社
が
導
入
し
た
の
が
錆

落
と
し
と
摩
擦
面
の
処
理
を
自
動
で

で
き
る
『
H
型
鋼
用
シ
ョ
ッ
ト
ブ
ラ

ス
ト
』
で
す
。
そ
の
効
果
は
て
き
め

ん
で
1
時
間
で
処
理
で
き
る
数
が

5
倍
に
ア
ッ
プ
。
工
程
の
大
幅
な

短
縮
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
っ

た
の
で
す
。

　「
人
手
か
ら
機
械
処
理
に
シ
フ
ト

し
た
こ
と
で
処
理
品
質
も
格
段
に
向

上
し
、〝
冨
永
さ
ん
は
い
い
仕
事
を

す
る
〞
と
お
客
さ
ん
に
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ
ト
ブ
ラ

ス
ト
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
お
客
さ
ん

か
ら
の
信
頼
は
、
今
日
の
当
社
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
よ
」

同
「
大

鋼構造物工事・建築工事業

株式会社 冨永鋼建

〒880-2323
宮崎県宮崎市
高岡町浦之名4759番地3
TEL.0985-30-0177
FAX.0985-30-0188

設立：1983年
代表取締役：冨永 豊和
資本金：1,000万円　　　従業員：19名
事業内容：鉄骨建築物を主に、鉄骨製作図作成、
一時加工、塗装、検査、建築を行う。

ショットブラスト処理後の表面。これまで別工程

だった錆落としと、表面をザラザラにする摩擦

面処理を同時に行えます。

ショットブラスト処理される

ことで塗装の仕上がりが

格段に美しくなりました。

株
式
会
社 

冨
永
鋼
建

事
業
拡
大
を
実
現
さ
せ
た

シ
ョ
ッ
ト
ブ
ラ
ス
ト
の

導
入
。

ショットブラスト機に

セッティングされた加

工物。研磨剤を投射

することで表面の錆

や不純物が落ちてき

れいになります。

長さ8メートルのH鋼の加工を1日

約10本しかできなかったのが、48本

も加工できるように。長時間作業に

よる身体的負担も大きく軽減すると

ともに作業環境も改善されました。

大幅な時間短縮とコストカットに貢献05
case

26 
平 成

年
度

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ 作業能力が

5倍に！約

か
つ
て
の
不
況
に
よ
っ
て
そ
の
数
を
減
ら
し
て

い
た
鉄
骨
加
工
業
者
は
、
景
気
回
復
や
震
災
復

興
の
特
需
に
よ
り
多
忙
を
極
め
て
い
ま
し
た
。

同
社
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
で
受
注
を
逃
す

機
会
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
あ
る
機
械
の
導
入

が
そ
の
状
況
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。

大
型
案
件
の
受
注
拡
大
と

品
質
向
上
と
い
う
課
題
を

人
手
か
ら
機
械
へ
の
転
換
で

一
挙
に
解
決

冨永  豊和
とみなが とよかず

代表取締役

ショットブラストの後にも積極的に設備更新をしたことに

よって、当初の見込みより売上があがっています。今後も

積極的な営業を重ねて事業拡大に努めていきます。

今後の展望

Fut u re



お客さんと直にやり取りをするので、

反応をダイレクトに見られるんです。

きれいになった畳をお戻しした時に

「きれいになった」と喜ばれる顔を見

るのが一番の楽しみです。

ものづくりへの想い

Pa�ion

舗
の
畳
店
と
し
て
小
林
市
エ

リ
ア
で
広
く
認
知
さ
れ
て
い

た
同
店
。
近
年
、
都
城
・
三
股
エ
リ

ア
か
ら
も
畳
替
え
の
依
頼
が
多
数
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
、
三
股
町
に
都
城
三
股
店

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
た
だ
、

都
城
三
股
店
に
は
窓
口
と
し
て
の
機

能
し
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
引
き
受

け
た
畳
は
工
場
が
あ
る
小
林
ま
で

持
っ
て
行
っ
て
作
業
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。

　「
通
常
で
あ
れ
ば
引
き
受
け
た
そ
の

日
の
う
ち
に
作
業
を
終
わ
ら
せ
て
お

客
さ
ん
に
お
返
し
す
る
の
で
す
が
、

30
k
m
も
離
れ
た
小
林
へ
往
復
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
2

日
間
の
待
ち
時
間
を
頂
戴
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
状
況
が
続
い
た
も
の

で
す
か
ら
リ
ピ
ー
ト
オ
ー
ダ
ー
の
取

り
逃
し
な
ど
客
離
れ
が
発
生
し
て
い

た
ん
で
す
」（
安
縣
社
長
）

　
さ
ら
に
、
都
城
・
三
股
エ
リ
ア
か

ら
の
受
注
増
に
よ
っ
て
小
林
で
の
受

注
案
件
に
も
納
期
遅
れ
が
発
生
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
早

急
に
生
産
力
を
強
化
し
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
食
い
止
め
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
す
。城

三
股
店
を
設
け
て
か
ら
1

年
後
の
平
成
27
年
、
そ
の
よ

う
な
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
同
店
に

新
た
な
畳
製
造
ラ
イ
ン
が
誕
生
し
ま

し
た
。
導
入
さ
れ
た
機
械
は
、

①
土
台
の
短
辺
を
裁
断
し
て
ゴ
ザ

を
縫
い
付
け
る
ミ
シ
ン

②
畳
の
表
面
に
付
着
し
て
い
る
染
土

を
除
去
す
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
機

③
畳
の
長
編
を
裁
断
し
、
畳
縁
を

縫
い
付
け
る
両
用
ロ
ボ
ッ
ト
装
置

の
3
台
で
す
。

　「
こ
の
3
台
を
順
に
通
す
こ
と
で
畳

が
完
成
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
2
倍
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
し
か
も

簡
単
に
畳
を
つ
く
れ
る
ん
で
す
。
そ

の
上
小
林
ま
で
往
復
し
て
い
た
2
時

間
を
作
業
に
当
て
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
生
産
効
率
が
格
段
に

良
く
な
り
ま
し
た
」

　
生
産
効
率
が
上
が
り
時
間
に
余
裕

が
で
き
た
分
、
新
た
な
事
業
と
し
て

展
開
し
て
い
る
リ
フ
ォ
ー
ム
業
に
も

力
を
注
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

同
社
。
都
城
三
股
店
を
拠
点
に
県
南

や
国
分
市
へ
の
営
業
展
開
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
。

老都

〒886-0007
宮崎県小林市真方384-10
TEL. & FAX.0984-22-4566
〒889-1914 宮崎県北諸県郡
三股町蓼池4178
TEL. & FAX.0986-36-8620
https://yasukata-tatami.com/

設立：1970年
代表取締役：安縣 毅
資本金：300万円　　従業員：5名
事業内容：畳・襖・障子の製造・販売、
　　　　　内装工事の施工、網戸、
　　　　　カーテンの販売。

天然い草の畳表には

染土が付着していま

す。ブラシが高速回転

することでその染土を

除去していきます。

有
限
会
社 

や
す
か
た
畳
ふ
す
ま
店

畳
製
造
ラ
イ
ン
を

新
設
し
営
業
エ
リ
ア
の

拡
大
も
視
野
に
。

高い熟練技術が求め

られる畳表の張り付け

作業もボタン一つの

操作で仕上がります。

26 
平 成

年
度

畳・ふすま等製造業

有限会社 やすかた畳ふすま店06
case

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ

最新の畳製造ラインを増設したことで

生産にかかる時間が大幅に短縮。納品

するまで約2日かかっていたのが、即日

対応できるようになり、サービス向上

につながりました。

最新設備で顧客サービス向上

短縮

生産時間が

35％小林
本店

都城
三股店

最
新
設
備
ラ
イ
ン
で
踏
み
出
し
た

老
舗
畳
店
の
新
た
な
一
歩

安縣  毅
やすかた つよし

代表取締役導入した機械は薄型畳や琉球畳などの特注品も製造で

きるので、そのあたりのニーズを取り込んでいくのと、内

装・リフォームの分野をさらに伸ばしていきたいです。

今後の展望

Fut u re

昭
和
45
年
の
創
業
以
来
、
小
林
市
を
拠
点
に

畳
・
ふ
す
ま
替
え
を
行
っ
て
き
た
同
社
。

増
加
す
る
都
城
・
三
股
エ
リ
ア
で
の
受
注
案

件
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
、
三
股
町
に

新
た
な
畳
製
造
ラ
イ
ン
を
設
け
ま
し
た
。



械
部
品
や
各
種
ギ
ア
な
ど
、

メ
ー
カ
ー
の
標
準
部
品
で
は

対
応
で
き
な
い
部
品
を
オ
ー
ダ
ー
加

工
す
る
同
社
。
数
年
前
か
ら
オ
ー
ダ
ー

が
増
え
て
い
る
の
が
、
混
合
・
撹
拌

装
置
に
使
わ
れ
る
ス
パ
イ
ラ
ル
部
品

で
す
。

　「
そ
ん
な
中
、
あ
る
混
合
装
置
に
使

う
ス
パ
イ
ラ
ル
部
品
を
製
造
で
き
な

い
か
と
の
商
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
装
置
と
い
う
の
が
、
液
体
と
液

体
は
も
ち
ろ
ん
、
液
体
と
気
体
の
混

合
、
ミ
ク
ロ
気
泡
の
製
造
な
ど
用
途

が
多
岐
に
わ
た
る
画
期
的
な
も
の

だ
っ
た
の
で
、
当
社
と
し
て
も
ぜ
ひ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
な
っ
た
の
で

す
が
、
既
存
の
設
備
で
は
難
し
か
っ

た
ん
で
す
」（
金
城
社
長
）

　
同
社
で
は
そ
れ
ま
で
N
C
旋
盤
を

使
っ
て
ス
パ
イ
ラ
ル
部
品
を
製
造
し

て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
は
、
素
材

が
切
削
加
工
の
難
し
い
ス
テ
ン
レ
ス

系
だ
っ
た
た
め
に
加
工
時
間
が
か
か

り
、
顧
客
が
求
め
る
月
間
供
給
個
数

と
単
価
に
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
す
。

客
の
要
望
に
応
え
、
か
つ
利

益
を
確
保
す
る
た
め
に
は
新

た
な
加
工
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
結
論
に
達
し
た
同
社
は
、
最

新
の
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
導
入
。

こ
の
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
に
N
C
円

テ
ー
ブ
ル
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

同
時
4
軸
加
工
が
可
能
と
な
り
、
課
題

だ
っ
た
製
造
時
間
と
コ
ス
ト
を
大
幅
に

減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

　「
新
た
な
加
工
シ
ス
テ
ム
を
確
立
で

き
た
こ
と
は
他
社
と
の
差
別
化
に
も

つ
な
が
る
大
き
な
成
果
で
す
。
ス
パ

イ
ラ
ル
部
品
は
化
学
産
業
、
化
粧
品

製
造
、
食
品
加
工
産
業
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
需
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
さ
ら
な
る
販
路
開
拓
を
計

画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

機顧

金属製品製造業

株式会社 金城精機

〒885-1104
宮崎県都城市野々美谷町3018番地1
TEL.0986-36-2938
FAX.0986-36-3018

設　立：2007年
代表取締役：金城 斉
資本金：800万円
従業員：8名
事業内容：各種機械部品製作、各種機械修理

以前スパイラル部品の製造に使われていたNC旋盤。

加工する溝が深くなると刃物のビビリが発生して、

うまく加工することができませんでした。

高速回転する刃物の

動作にNC円テーブル

が連動することで同

時4軸加工を実現して

います。

難
削
素
材
を

も
の
と
も
し
な
い

加
工
ラ
イ
ン
を
構
築
。

導入したマシニングセ

ンタはコンピュータ数

値制御指令によって

動作する最新モデル。

マシニングセンタを活用した高能

率切削加工システムにより難削素

材の高能率加工実現。新規受注を

獲得するとともに同業他社との差別

化を図ることができました。

製造時間＆コストを大幅に削減07
case

27 
平 成

年
度

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ

製造時間

短 縮82%
コスト
ダウン48%

お客さんからいただく図面が難しけ

れば難しいほどやりがいを感じます。

図面通りに形にできたときの達成感

はひとしおですよ。

ものづくりへの想い

Pa�ion

株
式
会
社 

金
城
精
機

最
新
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
活
用
し
た

切
削
加
工
シ
ス
テ
ム
が
未
来
を
開
く

金城  斉
きんじょう ひとし

代表取締役

これまでに培ってきた技術をさらに深めることで、お客

さまに満足し続けていただける部品を加工していきま

す。そのためにも、今回のような最新設備をさらに導入

して、働きやすい職場を目指していきます。

今後の展望

Fut u re

新
た
な
取
引
先
か
ら
依
頼
さ
れ
た
難
削
素
材

ス
パ
イ
ラ
ル
部
品
の
短
納
期
化
と
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
を
導
入
。
高
能
率
切
削
加
工
シ
ス
テ
ム

を
確
立
さ
せ
ま
し
た
。

https://kinjo-seiki.co.jp



お客さんによろこんでもらえる

ものをつくれるというのが一番

のやりがいです。

ものづくりへの想い

Pa�ion

向
の
お
み
や
げ
に
は
何

が
い
い
だ
ろ
う
？
〞
と

お
客
さ
ん
か
ら
聞
か
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
に
は
日
向

な
ら
で
は
の
商
品
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
何
か
つ
く

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
ん
で

す
」（
河
野
社
長
）

　
そ
こ
で
同
店
が
目
を
付
け
た
の
が

日
向
特
産
の
柑
橘『
へ
べ
す
』で
し
た
。

当
時
今
ほ
ど
の
知
名
度
が
な
か
っ
た

へ
べ
す
。
果
汁
は
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
皮
は

ブ
リ
や
豚
の
餌
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
表
面
に

傷
が
付
い
て
出
荷
で
き
な
い
へ
べ
す

が
大
量
に
あ
り
、
生
産
農
家
は
頭
を

悩
ま
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　「
お
菓
子
の
材
料
と
し
て
へ
べ
す
の

皮
を
使
え
ば
、
農
家
さ
ん
の
助
け
に

も
な
る
の
で
は
な
い
か
」。
そ
う
考
え

た
河
野
社
長
は
、
へ
べ
す
の
皮
を
使
っ

た
お
菓
子
づ
く
り
に
挑
み
ま
す
。

そ
う
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
へ

べ
す
の
皮
を
独
自
の
製
法
で
加
工
し
、

自
家
製
の
白
あ
ん
と
生
地
で
包
ん
だ

焼
き
菓
子
で
し
た
。

　「
理
想
の
お
菓
子
が
で
き
た
の
は
い

い
の
で
す
が
、
す
ご
く
手
間
が
掛
か

る
ん
で
す
。
1
時
間
で
1
0
0
個
ほ
ど

し
か
で
き
な
い
の
で
、
と
て
も
売
り

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

皮
・
餡
・
生
地
を
自
動
で
三
重
包
餡

で
き
る
包
餡
機
を
導
入
し
ま
し
た
」

　
包
餡
機
を
導
入
し
た
効
果
は
絶
大

で
し
た
。
1
時
間
に
1
0
0
個
程
度

だ
っ
た
生
産
量
は
2
0
0
0
個
ほ
ど
に

大
幅
増
。
し
か
も
形
に
バ
ラ
ツ
キ
も

な
く
、
原
料
の
無
駄
も
あ
り
ま
せ
ん
。

う
し
て
そ
の
お
菓
子
は
『
か

お
り
も
ち
』
と
名
付
け
ら
れ

て
商
品
化
。
今
で
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
に
な
る
ほ
ど
の
人
気

商
品
で
す
。

　「
か
お
り
も
ち
が
売
れ
れ
ば
そ
れ
だ

け
へ
べ
す
が
必
要
に
な
っ
て
、
農
家

さ
ん
の
力
に
も
な
れ
る
。
お
菓
子
を

通
じ
て
地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て

い
け
れ
ば
い
う
れ
し
い
で
す
ね
」

「〝
日

そ

食料品製造業

和菓子処 桃乃屋

〒883-0021
宮崎県日向市大字財光寺1235番地2
TEL. & FAX.
0982-53-5226

http://www.momonoya-hyuga.jp/

設立：1998年
代表：河野 洋一
従業員：1名
事業内容：お菓子の製造・販売

『かおりもち』の持つポテンシャルの高さから出店

に踏み切ったという新店舗。県外客が集まる『海の

駅ほそしま』のそばの「しぶき通り」にあります。

導入した包餡機で成形

された『かおりもち』。

生地、へべす皮、餡を

セットすればすべてを

包餡してくれます。

和
菓
子
処 

桃
乃
屋

包
餡
機
導
入
で
た
ど
り

着
い
た
へ
べ
す
を
使
っ
た

新
商
品
。

数年間の研究の末に

たどり着いた『へべす

皮』。色が変わらず、

苦みがないのは同店

ならではの特許製法

によるもの。

餡の中にへべすの皮を包んで、その皮を

さらに生地で包む。そんな手間の掛かる

作業をすべて不要にした包餡機。将来

的には新たな商品開発にも活用できそう

です。

手作業に比べて圧倒的な生産量08
case

27 
平 成

年
度

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ

1時間の生産量100個が

2,000個
に大幅増！

日
向
特
産
の

へ
べ
す
を
使
っ
た

お
菓
子
を
商
品
化
し

生
産
農
家
の
力
に

河野  洋一
かわの   よういち

代 表

平
成
10
年
、
夫
婦
二
人
で
店
を
構
え
た
同
店
。

地
元
日
向
の
特
産
品
へ
べ
す
を
使
っ
た
『
か
お
り

も
ち
』
を
商
品
化
し
、
お
菓
子
を
通
じ
た
地
域

貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

たくさんの人に『かおりもち』を味わってもらうことで、

へべすの知名度を上げていきたい。そうなればへべす

自体の売上も上がっていくでしょうし、生産農家さんの

安定経営にもつながりますから。

今後の展望

Fut u re





自分たちの手で新しいものを開発する

ことができるのが、ものづくりの一番面

白いところ。これまで存在していなかっ

たものをつくり出せる可能性があるな

んてワクワクするじゃないですか。

ものづくりへの想い

Pa�ion

和
39
年
の
創
業
以
来
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
造

販
売
を
行
っ
て
き
た
同
社
。
人
口
減

少
に
伴
う
建
築
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
の
需
要
減
少
へ
の
危
機
感
か

ら
、
新
た
な
事
業
を
模
索
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
畜
産
用
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ス
ノ
コ
の
製
造
依
頼
が
あ
っ

た
の
で
す
。

　
畜
産
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ノ
コ
と

は
、
主
に
養
豚
場
の
床
材
と
し
て
使

用
さ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ノ
コ
を
使
用
し
た

豚
舎
は
従
来
の
お
が
く
ず
を
敷
い
た

豚
舎
よ
り
衛
生
的
で
糞
尿
処
理
も
し

や
す
い
の
が
特
長
で
す
。

　「
ず
っ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
扱
っ
て

き
た
自
信
が
あ
っ
た
の
で
簡
単
に
考

え
て
い
た
の
で
す
が
、
い
ざ
つ
く
っ

て
み
る
と
バ
リ
の
除
去
（
製
品
の
縁

に
で
き
る
角
張
っ
た
部
分
を
面
取
り

す
る
作
業
）
に
大
変
な
手
間
が
か
か
っ

た
ん
で
す
」

の
手
間
を
な
く
さ
な
け
れ
ば

ス
ノ
コ
事
業
を
成
長
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
決
断
し
た

瀬
戸
山
社
長
は
、
人
の
手
同
様
の
精

細
な
作
業
を
短
時
間
で
行
え
る
多
関

節
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
す
。

　「
ス
ノ
コ
の
製
造
を
始
め
て
3
年

ほ
ど
は
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
の
で

生
産
量
が
限
ら
れ
、
受
注
の
機
会
を

ロ
ス
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
納
期

に
追
わ
れ
る
と
ブ
ロ
ッ
ク
の
製
造
を

止
め
て
工
場
総
出
で
バ
リ
を
除
去
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
を
入
れ
て
現
場
は
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
月
に
2
0
0
枚

つ
く
れ
る
程
度
だ
っ
た
の
が
8
0
0

枚
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、

屈
み
作
業
が
減
っ
た
こ
と
で
工
員
の

体
へ
の
負
担
も
減
り
ま
し
た
。

　
宮
崎
で
も
特
に
こ
の
あ
た
り
は
畜

産
が
産
業
の
柱
。
そ
の
畜
産
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ス
ノ
コ
で
支
え
る
こ
と
で

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

昭こ

窯業・土石製品製造業

有限会社 瀬戸山ブロック工業所

〒889-4411
宮崎県西諸県郡
高原町大字広原4801番地8
TEL.0984-42-3460
FAX.0984-42-3461

設立：1964年
代表取締役：瀬戸山 純之
資本金：500万円　　　従業員：9名
事業内容：建築用コンクリートブロック、
コンクリートスノコの製造・販売

コンクリートスノコの上で生活する豚。衛生面と

管理のしやすさからコンクリートスノコを床材と

して使用する農場が増えており、ある調査による

と全養豚農場の約70%で導入されています。

バリを除去する前と後の

コンクリートスノコ。バリ

が残ったままだと豚の蹄

を傷付けてしまい病気に

なってしまう可能性があ

ります。

多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
の

導
入
で
生
産
量
も

作
業
環
境
も
改
善
。

人間の腕の構造に

似た多関節ロボッ

ト。微妙な力加減を

求められる作業を

人間の手同様にこ

なしていきます。

1枚のコンクリートスノコを仕上

げるのに必要な時間はわずか

3分。しかもその間に作業員は

他の作業をできるので効率が

格段にアップしました。

手作業のような細やかさでバリを自動除去10
case

29 
平 成

年
度

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ 生産量が

4倍！

BEFORE

AFTER

有
限
会
社 

瀬
戸
山
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
所

瀬戸山 純之
せとやま 　すみゆき

代表取締役

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ノ
コ
で

地
域
を
支
え
る
畜
産
へ
貢
献

コンクリート製品製造現場でのロボットの活用はまだ

まだ未開拓。活用方法には大きな可能性を感じます。

ロボットを使ってコンクリート製品を加工し、これまで

見たこともないような製品を作って見たいです。

今後の展望

Fut u re

宮
崎
県
内
で
2
社
し
か
な
い
建
築
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
の
日
本
産
業
規
格
認
証
製
品
製
造
工
場
の

１
社
で
あ
る
同
社
。
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
需
要
が
増
え
る
畜
産
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ス
ノ
コ
と
い
う
新
事
業
を
確
立
さ
せ
ま
し
た
。



年
ほ
ど
前
に
国
内
屈
指
の
畜

産
設
備
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引

を
開
始
し
、
現
在
は
畜
産
資
材
の
鉄

鋼
加
工
製
作
を
専
門
に
行
う
同
社
。

熟
練
工
に
よ
る
高
精
度
の
加
工
技
術

に
よ
っ
て
取
引
先
と
の
信
頼
を
築
い

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
対
応
仕
切

れ
な
い
案
件
が
増
え
て
き
た
と
い
い

ま
す
。

　「
2
0
1
0
年
の
口
蹄
疫
発
生
以

来
、
畜
産
資
材
の
衛
生
面
が
重
要
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
社

が
主
に
加
工
し
て
い
る
養
豚
用
ゲ
ー

ジ
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
、
感

染
対
策
と
し
て
腐
食
に
強
い
ス
テ
ン

レ
ス
が
使
わ
れ
る
頻
度
が
増
え
て
き

た
ん
で
す
。
た
だ
、
ス
テ
ン
レ
ス
は

鋼
材
よ
り
数
倍
硬
い
の
で
、
既
存
の

設
備
で
は
切
断
加
工
が
難
し
か
っ
た

ん
で
す
。
何
と
か
手
作
業
で
対
応
し

て
は
い
た
の
で
す
が
、
時
間
も
コ
ス

ト
も
見
合
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
」テ

ン
レ
ス
を
扱
え
な
い
と
仕

事
が
減
っ
て
い
く
と
の
危
機

感
か
ら
、
同
社
は
ス
テ
ン
レ
ス
材
を

切
断
で
き
る
バ
ン
ド
ソ
ー
マ
シ
ン
を

導
入
し
ま
す
。

　「
導
入
の
成
果
は
ス
テ
ン
レ
ス
を
加

工
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
取
引
先
か
ら
は
納
期

短
縮
・
高
品
質
化
・
低
価
格
化
と
い

う
宿
題
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
の
機
械
に
よ
っ
て
す
べ
て
を

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、〝
木
佐
貫
さ
ん
に
お
願
い
す
れ

ば
間
違
い
な
い
〞
と
い
う
言
葉
ま
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
ス
タ
ッ

フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
が
り
ま

し
た
」

　
バ
ン
ド
ソ
ー
マ
シ
ン
の
導
入
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
信
頼
は
こ
と
の
ほ

か
大
き
く
、
新
た
な
取
引
先
の
獲
得

に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　「
今
後
も
こ
の
機
械
を
生
か
し
て
さ

ら
な
る
売
上
の
増
加
、
そ
し
て
地
域

へ
の
貢
献
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

20ス

雑菌が多くて腐食しやすいゲージの根元部分だ

けをステンレス化するという要望も多いのだそう

です。

材料をセッティングして

必要な本数と寸法を

入力すれば後は自動で

切断されるので、機械に

付きっきりになる必要が

ありません。

最
新
鋭
バ
ン
ド
ソ
ー

マ
シ
ン
で
ス
テ
ン
レ
ス

加
工
も
何
の
そ
の
。

複数本を束ねて切断で

きるので、作業効率の

良さはこれまでとは比

べものになりません。

手作業でステンレス材を切断して

いた当時は仕上がり寸法にバラツキ

があり、長ければ微調整、短ければ

廃棄していたのですが、その手間や

無駄がなくなりました。

作業と材料の無駄を大幅にカット

30 
平 成

年
度

ものづくり
補助金活用

が
ポイント！
ココ

ダウン

製造コストが

32.2％

当社ではゲージの現場設置

まで行っているのですが、そ

の際に畜産農家のみなさん

から「木佐貫さんがつくった

ゲージはやっぱりいいね」と

言われるのが一番うれしい

です。

ものづくりへの想い

Pa�ion
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case

衛
生
面
の
観
点
か
ら
腐
食
に
強
い
ス
テ
ン

レ
ス
化
が
進
む
養
豚
用
ゲ
ー
ジ
。
こ
れ
ま
で

主
流
だ
っ
た
鋼
材
に
比
べ
て
数
倍
硬
く
加
工
が

困
難
な
た
め
同
社
は
対
応
に
困
窮
し
ま
す
。

そ
の
ピ
ン
チ
を
救
っ
た
の
は
新
た
に
導
入
し
た

バ
ン
ド
ソ
ー
マ
シ
ン
で
し
た
。

有
限
会
社 

木
佐
貫
鉄
工
所

ス
テ
ン
レ
ス
製

養
豚
用
ゲ
ー
ジ
の

加
工
体
制
を
確
立
し

地
域
の
畜
産
に
貢
献

木佐貫 昌治
   きさぬき  まさはる 

代表取締役

バンドソーマシンは自動制御で動くので並行して別の作業

ができるようになりました。その余力を生かして、牛用の

ゲージなど新たな分野にもチャレンジしていきます。

今後の展望

Fut u re




